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　隣町の東御市に海野宿という古い宿場町があ
る。この街には電線がない。重要伝統的建造物
群保存地区に指定され電線が地中に埋められた
からである。電線がないだけで、時代が遡った
感じがする。それにしても、何故、日本は電柱
と電線を地中化しないのだろうか。そうすれば
もっと美しい日本ができる。道路を造るのはもう
結構だから、景気対策の公共事業をやるのなら、
景観や豊かな自然を取り戻すための事業をやっ
てほしいものである。
　今回の写真はそんな町並みをデジカメのモノ
クロモードで撮影したものだ。こういった撮影
には一眼レフではないレンジファインダーのカ
メラを使うのがよい。というわけで借りてきた
レンジファインダータイプのデジカメで撮影。
　海野宿は中世の豪族海野にちなむ宿場町であ
る。僕はその末裔と言われている。江戸時代は北
国街道の宿場町として栄えた。現存する建物の原
型は明治の蚕種業が盛んだった時のものである。

　　海野宿20 年後のわたしへ展20 年後のわたしへ展
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問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

　市内 6 小学校 6 年生全員の「自画像」と 20 年後
の自分に宛てた「メッセージ」約 300 点が一堂に並
びます。小学校卒業を間近に控えた 6 年生が、中学
校という新しいステージへ羽ばたこうとする自分と
向き合い、様々な技法で今の自分を表現しています。
一人一人のメッセージにはどんな思いが込められて
いるのでしょうか。ぜひ、会場にてご覧ください。
また、芦原中学校、東中学校の生徒による作品も併
せて展示します。
▶期　間　　2/1 ㈰ ～ 2/23 ㈪
▶観覧料　　一般 200 円、小中学生 100 円
▶開館時間　9:00 ～ 16:00
▶休館日　　2/2 ㈪、9 ㈪、16 ㈪

～ 20 年後の自分へ送るメッセージと自画像展 ～～ 20 年後の自分へ送るメッセージと自画像展 ～
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